
一 棟論叢 第 七 十 六 巻 第 二 号 (1 0 0)

日

本
の

対
マ

レ

ー
シ

ア

直
接
投

資

-
輸

出
指
向

型

対

現
地

市

場
指
向

型

-
1

一

は

じ

め

に

わ

が

国
の

海
外

直
接
投

資
許

可

額
は
､

昭

和
五

〇

年
三

月
三
一

日

現

在
で

約
一

二

七

億
米
ド

ル

で

あ

り
､

そ

の

内
の

約
二
･

一

%

が

対
マ

レ

ー

シ

ア

向

け
で

あ

る
｡

国
別
で

み

る

と
マ

レ

ー

シ

ア

は

(

1
)

第
十
二

位
､

ア

ジ

ア

内
で

は

第
四

位
と

い

う

順
位
で

あ

る
｡

日

本

全
体
の

直
接
投

資
の

規
模
か

ら

み

る

か

ぎ
り
､

マ

レ

ー

シ

ア

は

そ

れ

ほ

ど

重

要
な
地

位
に

は

な
い

と
い

え

る
｡

そ

れ

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

本

稿
に

お

い

て

は
､

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直

接
投
資
に

関

す
る

若
干
の

問
題

を

取

り

扱
い

た

い
｡

そ

の

理

由
は

偶
然
的
で

も

あ
り
､

ま
た

必

然

的
で

も

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

マ

レ

ー

シ

ア

で

の

日

系
企

業
活

動
を

調
査

す

る

機
会
に

た

ま
た

ま

め
ぐ

ま

れ
､

そ

の

池

間

誠
(

2
)

と

き

の

調

査

結
果
が

利
用

可

能
で

あ

る

と

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

海
外

直
接
投
資
に

関

す

る

理

論
な
い

し

仮
説
に

は

様
々

な

も
の

(

3
)

が

あ

り
､

｢

理

論
が

余
り
に

も

多
過
ぎ

る
+

と

さ

え
い

わ

れ

て

い

る
｡

最

近
で

は
､

ア

ン

ケ

ー

ト

調

査
に

も

と

づ

き

な
が

ら
､

直
接

投
資
の

詔

効
果

を

分

析
す
る

傾

向
が

強
い

よ

う

で

あ
る
｡

本

稿
で

も

日

本

在
外

企

業
協
会
マ

レ

ー

シ

ア

調

査

団

の

調

査

(

以

下
､

｢

日

外

協
調
査
+

と

略

す
)

を

再
加
工

し

な

が

ら
､

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直
接
投
資
に

つ

い

て

考

察
し
た

い
｡

た

だ

し
､

断
っ

て

お

き

た

い

こ

と

は
､

｢

日

外

協
調

査
+

の

本

来
の

目

的

と

本

稿

の

課

題
と

は

異
な
る

の

で

あ

り
､

そ

れ

ゆ

え

わ

れ

わ

れ

の

課

題
に

と

っ

て

利
用

可
能
な

｢

日

外

協
調

査
+

に

は

制

約
が

あ

る

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

資
料

上
の

制

約
の

中
で

本

稿
は

展
開

さ

れ

ざ

る

2 0 8



( 1 0 1) 日 本 の 対 マ レ ー シ ア 直接 投資

を

え

な
い
｡

本
稿
の

構
成
は

以

下
の

と

お

り

で

あ

る
｡

次

節
で

は

日

本
の

対

マ

レ

ー

シ

ア

直

接
投
資
に

つ

い

て

概
観
す
る
｡

第
三

節
で

は
､

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直

接
投

資
を

輸
出
指
向

型
と

現

地

市

場

指

向

型
の

二

つ

に

分

類
し
､

両

型
に

つ

い

て

の

若
干
の

特
色

を

指
摘

す

る
｡

第
四

節
に

お

い

て

は
､

マ

レ

ー

シ

ア

政
府
の

政

策
目

標
の

視

点
か

ら

輸
出
指
向

型

投

資
と

現
地

市

場
指
向

型

投
資
と
の

評
価
を

行
な

う
で

あ

ろ

う
｡

(

1
)

通

商
産

業

省

産

業

政

策

局

編

『

我

が

国

企

業
の

海

外

事

業

活

動

(

第

四

回

調

査
)

』

(

昭

和
五

〇

年

版
)
､

付

第
3

表
､

二

三

四

頁
｡

(

2
)

こ

の

点
に

関
し

て

は

日

本

在
外

企

業

協

会
に

謝

意
を

表
し

た

い

｡

な
お
､

わ

れ

わ

れ

調
査

団
の

報

告
は
､

『

｢

発

展
途
上

国
に

対

す
る

投

資
行

動
の

指

針
+

実

践

状
況

現

地

調

査

報

告

書

(

マ

レ

ー

シ

ア

窮
)

』

(

日

本

在

外

企

業

協

会
､

一

九

七

六

年
三

月
)

と

し
て

刊

行
さ

れ

て

い

る
｡

(

3
)

ロ
ー

･
C
｡

F

昌
,

竃

邑
叫

最
小

.
芸
已

勺
叫

喜
…
邑
ゝ

已

§
h

息

邑
♪

(

ゴ
r

-

e

U
n
叫

く
e

邑
t

叫

冒
e
s

∽
.

-

笥
乃
r

ワ

ー

い
一

二

対
マ

レ

ー

シ

ア

直

接
投
資

冒

頭
で

述
べ

た

よ

う
に
､

日

本
の

直

接
投
資
に

占
め

る

マ

レ

ー

シ

ア

の

比

重

は

二

二
%
で

あ

り
､

そ

れ

ほ

ど

重

要
な
地

位
に

は

な
い
｡

し
か

し

な
が

ら
､

マ

レ

ー

シ

ア

か

ら

み

る

と
､

日

本
の

直

接

投
資
は

無

視
し
え

な
い

シ

ェ

ア

ー

を

占
め

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

第
1

表
か

ら
わ

か

る

よ

う
に
､

一

九
七

四

年
末
に

お

い

て

日

本

は

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

に

次
い

で

第
二

位
に

位
置
し
､

そ

の

シ

ェ

ア

ー

は

約
一

九
･

五

%
で

あ

る
｡

し

か

し
､

第
1

表
は

い

わ

ゆ

る

｢

パ

イ

オ

ニ

ア

産
業
+

(

勺
-

呂
e
･

｡

r

I

｡

d

思
t

r
小

e

s

)

に

対

す
る

外

国
か

ら
の

投

資
で

あ

る

こ

と
に

留

意
す

る

必

要
が

あ

る
｡

こ

こ

で
パ

イ

オ
ニ

ア
･

ス

テ

イ

タ

ス

は
､

㈲
マ

レ

ー

シ

ア

の

経
済
的
要
請
ま

た

は

発
展
に

適
し
た

規
模
に

達

し

て

い

な
い

産
業
で
､

肘
将

来
､

輸
出

面
も

含
め

て
一

層
の

発
展

が

見

込

ま
れ
､

糾
そ

の

産
業
の

育
成
が

公

共
の

利
益
に

資
す

る

と

(

1
)

認

め

ら
れ

る

場
合
に

認
定

さ

れ

る

も

の

で

あ

る
｡

そ

れ

ゆ

え
､

第

1

表
の

数

字
は

各

国
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

投
資
の

傾
向

を

読
み

取
る

た

め

に

は

参
考
に

は

な

る

が
､

そ

れ

か

ら

直
ち

に

各
国
の

順
位
と

か

シ

ェ

ア

ー

を

判

断
す

る

の

は

早

計
で

あ

ろ

う
｡

例
え

ば
､

旧

宗

主

国
た

る

英
国
の

地

位
は

果
し
て

こ

の

真
の

示

す

と

お

り

で

あ

ろ

ぅ
か

と
い

う

疑
問
が

生

ず
る
｡

い

ず
れ

に

し

ろ
､

パ

イ

オ

ニ

ア

産

業
以

外
へ

の

国

別

投
資

室
口

同

を

も

考
慮
し

な
い

か

ぎ
り
､

正

確
な

国
別
の

位
置
付

け
は

で

き

な
い
｡

9

残
念
な
が

ら
､

こ

の

た

め
の

正

確
な

資
料
は

公

表
さ

れ

て

い

な

紺



一 棟論叢 第七十 六 巻 第 二 号 ( 1 0 2)

い
｡

そ

こ

で
､

大

雄

把
で

は

あ
る

が
､

次
の

方

法
で

外

国
資
本
に

占
め
る

日

本
の

比

重

を

推
定

す
る

こ

と

に

し

よ

う
｡

マ

レ

ー

シ

ア

政

府
の

統
計
に

よ

る

と
､

一

九

七

〇

年
現

在
で

の

マ

レ

ー

シ

ア

に
(

2
)

お

け
る

外

国
資
本

(

株
式
持
分
)

は

約
三

二

億
M

ド

ル

で

あ

っ

た
｡

い

ま
､

現
地

政

府
が

計
画

し

た

よ

う
に
､

外

国

資
本
が

年
率

七
･

(

3
)

六

%
で

増
加
し
た

と

す

れ

ば
､

一

九

七

四

年
に

は

外

国
資
本
ほ

約

四

三

億
M

ド

ル

に

な
っ

て

い

た

で

あ

ろ

う
｡

他

方
､

日

本
の

対
マ

第 1 表 パ イ オ ニ ア 産 業 へ の 国別 投 資
(1 0 0 万 瓦1 F ル)

1 9 7 時 夫い9 7 4 年末19 72 年 末l主 要投 資国

7

3

7

1

+
T

O

4

2

3

7

1

1

7

〔
Y

O

4

8

7

′
L

U

4

1

12

8

4

8

3

2

1シ ン ガ ポ ー

ル

英 国

日 本

米 国

香 港

ノ ヾ ノ ヽ マ

オ ー

ス ト ラ リ ア

4 76 . 5 1 6 0 4 .2そ の 他 と も計 l 4 3 9 .7

( 注) 7 4 年 iま暫定数字 ｡

出所 : J E T R O . 『海外市場自書- わ ホ 国海外投資の現状』(1 975

年版) ｡

レ

ー

シ

ア

直
接
投
資
は
､

日

銀

統
計
に

よ

れ

ば
､

一

九
七

四

年
度

2 1 ｡

末
で

二

･

五

億
米
ド

ル

で

あ

り
､

こ

れ

は

約

六

億
M

ド

ル

に

相

当

す
る
｡

し

た

が
っ

て
､

マ

レ

ー

シ

ア

の

外

国

資
本
に

占
め
る

日

本

資
本
は

約
一

四

%

と

い

う
こ

と
に

な
ろ

う
｡

か

く

し
て
､

期
待
し

た

と
お

り
､

パ

イ

オ
ニ

ア

産
業
へ

の

直
接
投
資
で

み

る

よ

り

も
､

全

体
の

外

国

投
資
で

み

た

場
合
に

は
､

日

本
の

比

重

は

低
く

な
る
｡

な
お

付

言

し
て

お

く

な

ら

ば
､

上

述
の

推
定
が

大

体

正

し
い

と

す
る

な

ら
ば
､

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直
接
投
資
は
､

外

国
の

そ

れ

と

較
べ

て
､

パ

イ

オ
ニ

ア

産
業
に

偏
っ

て

い

る

と

い

う
こ

と
で

あ

る
｡

す

な

わ

ち
日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直

接
投
資
額
六

億
M

ド

ル

の

う
ち
一

ニ
ー

億
M

ド

ル

が
パ

イ

オ
ニ

ア

産
業
向

け
で

あ

り
､

こ

れ

は

二

〇

%
に

相

当

す
る
｡

こ

れ

に

対

し
て

全

体
の

外

国

資
本

の
一

四

%

が
パ

イ

オ

ニ

ア

産
業
向
け
で

あ

る
｡

次
に

日

系
企

業
の

労
働
雇
用

面
に

つ

い

て

触
れ

て

お

こ

う
｡

一

九
七

五

年
に

お

い

て

全
パ

イ

オ

ニ

ア

産
業
で

雇
用

さ

れ

て

い

る

労

(

4
)

働
者
数
ほ

約
八

七

千

人
で

あ

る
｡

こ

れ

に

対

し

て

日

系
企

業
の

う

ち
パ

イ

オ

ニ

ア

資
格
を

取
得
し
て

い

る

企

業
で

は
､

少
な

く

と

も

(

5
)

一

二

千

人
が

雇
用
さ

れ

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

パ

イ

オ
ニ

ア

産
業

雇
用

労
働
者
の

少
な

く
と

も
一

三

･

六

%
が

日

系
パ

イ

オ

ニ

ア

企

業
の

労
働
者
で

あ
る
｡



第 2 表 マ レ ー

シ ア に-
お け る 日系企 業 数

(1 9 75 年 6 月末)

製 造 業( 注)

支 店 そ の 他

商 社

銀 行 ･ 保険

建 設

そ の 他

計 l 2 0 5

( 注) 農林水産業及び 鉱業も含む ｡

出所 : J E T R O . E u a la L 1 1 m p1 1 r

事務所資料 よ■り作成 ｡

第 3 表 マ レ ー シ ア に

お け る 日 系 製 造 業( 注)

の 従 業 員規模 別 企 業数

従 業 員 数 l 企 業 数

1 - 5 0 人

5 1 - 1 0 0

10 1 - 2 0 0

2 0 1 - 3 0 0

3 0 1 - 4 0 0

4 0 1 - 5 0 0

5 0 0 人 以 上

計 l 1 2 8

( 注) 農林水産業及び 鉱業 も含む ｡

出所: J E T R O , E 1 1 a la L tl m plユr

事務所資料 よ り作成 ｡

年
以

降
に

操
業
開
始
し

て

お

り
､

そ

の

意
味
で

は

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直

接
投

澄
も
一

九
七

〇

年
代
に

本

格
化

し
た

も

の

で

あ

る
｡

(

1
)

パ

イ

オ
ニ

ア

産
業
の

資

格
を

取

得
す

る

と

投

下

固

定

( 1 0 3) 日本 の 対 マ レ ー

シ ア 直接投資

マ

レ

ー

シ

ア

に

お

け

る

日

系
企

業
数
は
､

第
2

表
に

示

し

て

あ

る

よ

う
に
､

一

九
七

五

年
六

月

現

在
で

二

〇
五

社
で

あ

り
､

そ

の

大
半
が

製
造

業
で

あ
る
｡

さ

ら

に
､

日

系
製
造

業
の

従

業
員
規
模

別
の

分

布
は
､

第
3

表
で

示

さ

れ

て

い

る
｡

従

業
員
一

〇

〇
人

以

下
の

規
模
の

企

業
数
が

ち
ょ

う
ど

半
数
で

あ
る
｡

な
お
､

千

人
以

上
の

従

業
員
を

雇

用

し
て

い

る

企

業
は

三

社

あ

り
､

二

八

八
五

人

と

い

う
の

が

最
大
で

あ

る
｡

第
3

表
に

示

し

た
一

二

八

社

合

計
の

従

業
員
数
は

二

五

六

〇

〇

人

程
で
､

一

社

当
り

二

〇

〇

人
の

雇
用

者
数
に

な
る
｡

最
後
に

農
林
水

産
業
お

よ

び

製
造

業
へ

の

日

系
企

業
の

進
出
状

況
を

操
業

開
始
年
で

み

る

と
､

一

九

五

九

-
六
三

年

に

は

六

社
､

一

九

六

四

-
六

八

年
に

は

ニ
ー

社
､

一

九

六

九

1
七

三

年
に

は

六

五

社
､

そ

し
て
一

九

七

四

-
七
六

年
に

は

三

三

社

と

な
っ

て

い

る
｡

合
計
一

二

五

社
の

う

ち

実
に

九
一

社
が
一

九

七

〇

資
本

鶴
に

応

じ
て

挽
業
開

始

の

日

か

ら
五

年
以

内

は

法

人

税
四

〇

%
､

開
発

税

五

%
が

免

除
さ

れ

る
｡

簡

単
な

紹

介
に

つ

い

て

は
､

T
F
e

T
r
e

琵
宅
y

(

呂
已
P

頂
i

P
)
､

h

旨
ヾ

岩

S
叫

b

知

尽
Q

ミ

h

り

謡

-
謡
(

只
亡

巴
p

｢
∈

m
勺

弓
.

-

ミ
〇
.

勺

p

.

-

N

¢

-
-

い

N

.
を

参
照
｡

な

お
一

九

七

六

年
に

入
っ

て

か

ら
､

新

免

税

措

置
ガ

イ

ド

ラ

イ
ン

が

発
表
さ

れ

て

い

る
｡

『

在
外

企

業
』

(

一

九
七

六

年
二

月
)

五
二

-
五

四

頁
を

見
よ
｡

(

2
)

.竃
丸

礼
】

→

等
…

知

昌
計
琶

旦

昌
代

∽

昌
Q

達
軋

L
弓
已
e
､

紅
白

七
訂
き

一

等
h

-
謡
-

(

只
亡

巴
P

J
亡

m
勺

亡

J

-

当
山
)
､

T
P

J
-

e

中

一
♪

p
.

00

い
.

(

3
)

旨

革
､

T

旨
-

e

串

-
¢
､

勺

p
.

監

-
∞

Y

(

4
)

T
F
e

T
r

e

p
s

弓
呵

(

呂
巴
P

y

巴

エ
､

尽
･

邑
.

.

S
t

已
i

竺
F
c

巴

A
p
･

p
2

n

已
メ

T
P

≡
e

-

J

-

一

(

5
)

-
E

T

R

O
･

ク

ア

ラ
･

ル

ン

プ

ー

ル

事
務
所

資
料
の

う

ち

従

業
員
数
の

報

告
の

あ
っ

た

企

業
に

つ

い

て

の

み

合
計
｡

2 J j
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三

輪
出

指
向

型
対

現

地

市
場
指
向

型

前
節
に

お

い

て

は
､

わ

れ

わ

れ

は
マ

レ

ー

シ

ア

に

お

け

る

日

系

企

業
な
い

し
は

日

本

資
本
に

つ

い

て

簡
単
に

触
れ

た
｡

本

節
に

お

い

て

は

｢

日

外

協
調

査
+

を

用
い

て
､

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直
･

接
投

資
の

若
干
の

特
色
を

導
出
し

た

い
｡

そ

の

た

め

に
､

わ

れ

わ

れ

は

直
接

投
資
を

二

つ

の

型
に

分

類
し

ょ

う
｡

一

つ

は
､

輸

出
指

向

型

投
資
で

あ

り
､

他
の
一

つ

は

現

地

市

場
指
向

型

投
資
で

あ

る
｡

さ

て
､

自
国

内

ま
た

は

国

際

的
に

市
場

を

確

立

し
た

企

業
は
､

そ

の

最
終
生

産
物

だ

け
で

な

く
､

原
材

料
･

部

品

等
の

投
入

物
の

割
安

な

供
給
源
を

求

め

て

海
外
へ

直
接
投
資
を

行

な

う

場
合
が

あ

る
｡

こ

れ

は
､

現

地
に

お

け
る

豊

富
な

天

然
資
源

を

開
発
･

加
エ

し
て

投

資
本

国
ま

た

は

第
三

国
へ

輸
出
す
る

か
､

あ

る

い

は

現

地

の

割
安

な

労
働
力
を

利
用

し
て

最
終
生

産
物
を

生

産
し

本

国
ま
た

は

第
三

国
へ

の

輸
出
を

目

指
す

も
の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に
､

受

入

国
の

現

地

市

場
向

け

で

は

な

く
､

む

し

ろ

投
資
本

国
や

第
三

国

市
場
向

け
の

生

産
を

狙
っ

て

行
な

わ

れ

る

直
接
投
資
を
､

わ

れ

わ

れ

ほ

輸

出
指
向

型

投
資
と

し

て

分

類
し
ょ

う
｡

こ

れ

に

対

し
て
､

現
地

市
場
が

関

税
そ

の

他
の

措
置
に

よ

っ

て

保
護
さ

れ

て

い

る

た

め
に
､

輸
出
に

よ
っ

て

は

そ

の

障
壁
を

乗
り

越
え
る

こ

上

が

困

難
で

あ

る

場
合
に

は
､

直

接
投

資
に

よ
っ

て

そ

㌶ウ〟

の

障
壁
内
で

生

産
を

行
な

う

誘
因
が

十

分
に

存

在
す

る

か

も

し
れ

な
い
｡

あ
る

い

は
､

そ

の

よ

う

な

障
壁
が

な

く
て

も
､

既
に

輸
出

に

よ
っ

て

確

保
さ

れ

た

市

場
が
､

現

地
生

産
に

十
分

な

程
の

規

模

に

達
し
て

い

る

か
､

ま

た

は
､

現

地

市
場
の

成

長
性
が

有
望
で

あ

る

と

予

想
さ

れ

る

場
合
に

は
､

直

接
投
資
に

よ

っ

て

現

地

生

産
を

行

な
っ

た

方
が

投
資
企

業
の

利
潤

極
大

化
に

貢
献
す
る

場
合

も

あ

ろ

う
｡

そ

の

決

定

因
が

何
で

あ

れ
､

わ

れ

わ

れ

は
､

こ

の

よ

う

な

型
の

直

接

投

資
を

現
地

市

場
指
向

型

投
資
と

し
て

分

類
で

き

る
｡

以

上
に

お

い

て

直

接
投
資
を

概

念
上
二

つ

の

型
に

分

類
で

き

た

と

し

て

も
､

こ

こ

で

注

意
す
べ

き

こ

と

は
､

両

者
が

長
期
的
に

は

(

1
)

固
定
さ

れ

た

も
の

で

は

な

い
､

と
い

う
こ

と
で

あ

る
｡

当

初
は

輸

出
指
向

型

投
資
で

あ
っ

て

も
､

国
際

市

場
の

変
化
か
､

あ
る

い

は

現
地

政
府
の

要

請
等
に

よ

る

か
､

ま

た

は

現

地

市

場
の

拡

大
･

変

化
に

よ

る

か
､

と

も

か

く

そ

の

原

因
が

何
で

あ

れ
､

現

地

市

場
指

向

型
に

転

化

す
る

こ

と

は

十

分
に

あ
り

う
る
｡

ま

た

逆
に
､

長
期

的
に

は
､

現
地

市
場
指
向

型
か

ら

輸
出
指
向

型
へ

の

転
換
の

可
能

性
は

か

な
り

高
い

と

考
え

ら
れ

る

で

あ

ろ

う
｡

そ

こ

で
､

わ

れ

わ

れ

は

調

査

時
点
で

の

進
出

企

業
の

生

産
物
の

五

〇

%

以

上
が

輸
出
さ

れ

る

場
合
に
､

そ

れ

を

輸
出
指
向
型

投
資



( 1 0 5) 日 本 の 対 マ レ ー

シ ア 直接 投 資

と

定

義
し

ょ

う
｡

逆
に
､

そ

の

生

産
物
の

五

〇
%

以

上
が

現

地

市

場
向

け
の

場
合
に

は
､

そ

れ

を

現
地

市

場
指
向

型

投
資
と

定

義
す

(

2
)

る

こ

と

に

す

る
｡

こ

の

両

者
の

境
界
上

に

調

査

対

象
企

業
が

集

中

し
て

い

る

な

ら

ば
､

こ

の

定

義
に

は

問
題
も

生

じ
ょ

う
が
､

わ

れ

わ

れ

の

調

査

対

象
企
業
に

つ

い

て

は

幸
い

に

両

極
端
に

分

散
し

て

お

り
､

上

述
の

定

義
を

そ

の

ま

ま

適
用
で

き
る
｡

な

お
､

調

査

対

象
企

業
は

日

系
製
造

業
の

一

八

社
の

み

に

限

定

し
た
｡

す

な

わ

ち

｢

日

外

協
調
査
+

か

ら

製
造

業
の

み
一

八

社
を

選
択

し
､

そ

れ

を

上

述
の

定

義
に

し

た

が

っ

て

分

類
す
る

と
､

輸

出
指
向

型

投

資
は

七

社
で

あ

り
､

現

地

市

場
指
向
型

は
一

一

社

と

な
る
｡

前
者
に

は
､

食
料
､

繊
維
､

木
材

加
工
､

電
機
･

電
子
､

精
密

機
器
と
い

う

業

種
が

含
ま

れ
､

ま
た

後
者
の

業
種
と

し
て

は

化

学
､

鉄

鋼
･

金

属
､

電
機
･

電
子
､

輸
送

機
器
､

セ

メ

ン

ト

製
品
が

あ

る
｡

な
お

既
に

指
摘
し

て

お

い

た

点

と

関

連
す
る

の

で

付

言

し

て

お

く

な

ら
ば
､

調
査

時
点

で

ほ

現

地

市

場
指
向
型

に

分

類
さ

れ

て

い

る

企

業
の

う

ち
四

社
が
､

将
来
の

重

点
市

場
と

し
て

近

隣
の

イ
ン

ド

ネ

シ

ア

お

よ

び

タ

イ

を

初
め
､

中
近

東

ヤ

ア

フ

リ

カ

等
の

第
三

国
を

回

答
し

て

お

り
､

輸
出
指
向
型
へ

の

転
換
を

狙
っ

て

い

る
｡

た

だ

し
､

調

査

時
点
で

既
に

輸
出
指

向

型
で

あ
る

企
業
に

は
､

将

来
の

重

点

市

場
と

し
て

現
地

市

場
を

上

げ
て

い

る

企

業
は

皆

無
で

あ

る
｡

そ

れ

は

さ

て

お

き
､

各
型
投

資
の

製
品

販

売

先
を

(

算
術
)

平

均
で

み

る

と
､

輸
出
指
向

型

(

七

社
)

に

あ
っ

て

は
､

現
地
.
マ

レ

ー

シ

ア
一

〇
%
､

日

本
一

七
･

一

%
､

第
三

国
七

二

･

九

%
で

あ

(

3
)

り
､

他

方
､

現

地

市

場
指
向

型

(

一

一

社
)

の

場
合
に

は
､

マ

レ

ー

シ

ア

八

九
･

八

%
､

第
三

国
一

〇
･

二

%
､

日

本

向

け
ゼ

ロ

と

な
っ

て

い

る
｡

な
お
､

操
業
開

始
年
を

み

る

と
､

輸
出

指
向

型
の

七

社
が

全

て
一

九

七
一

年
以

降
で

あ

る

の

に

対

し
て
､

現
地

市
場

指
向

型
に

あ
･つ

て

は
､

対

象
企

業
一

一

社
の

う

ち
七

社
が

逆
に
一

九

七

〇

年
以

前
で

あ

る
｡

さ

て
､

第
4

表
に

示
さ

れ

て

い

る

よ

う
に
､

輸
出
市

場
指
向

型

と

現

地

市

場

指
向

型
と
の

平

均
規
模
を

比

較
し
た

場
合
､

い

ず
れ

の

指
標
で

み

て

も
､

現

地

市

場
指
向

型
の

方

が

大

き
い
｡

特
に

売

上

高
に

関

す
る

か

ぎ

り
､

後
者
は

前
者
の

二

倍
以

上
で

あ

る
｡

こ

れ

は

現
地

市

場
指

向

型
の

対

象
業
種
が

化

学
､

鉄

鋼
･

金

属
､

そ

し
て

輸
送

機
器

等
か

ら

成
り

立
っ

て

い

る

こ

と

か

ら

明

ら
か

で

あ

ろ

う
｡

こ

の

よ

う

な

業

種
を

反
映

し
て
､

一

人

当
り

資
本

金
も

現

地

市

場
指
向

型
の

方
が

高
く

な
っ

て

い

る
｡

と

こ

ろ
で
､

輸
出
指
向

型

投
資
は

短

期
的
･
に

も

収

益
を

上

げ

る

ウ

J

こ

と

は

で

き

る

が
､

現

地

指
向

型
は

相

対

的
に

長

期

的

観
点
か

ら

朗
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の

投
資
で

あ

り
､

長
期
的
に

利
益

を

生

み

出
す
も

の

で

あ

る
､

と

(

4
)

主

張
さ

れ

る
｡

わ

れ

わ
れ

の

調

査

結
果
か

ら

は
､

こ

の

よ

う
な

主

張
を

裏
付

け

る

証

拠
は

得
ら
れ

て

い

な
い
｡

と
い

う
の

は
､

輸
出

指
向

型

投
資
七

社
の

う
ち

利
益
を

計
上

し
て

い

る

の

は

二

社
に

す

ぎ

ず
､

現
地

市
場

指
向

型
一

一

社
の

場
合

に

は

実

に
一

〇

社
が

利

第4 表 平均規模

輸

搾㌍
型

l
現地

告発冒
向型

2
,
8 6 2

2 0
,
8 4 2

3 7 6

7 .6

5 5 .4

*

(

凸

7

0

1

8

5

/

b

O

O

4

2

ハ

リ

3

3

2

0
ノ

( 1) 1 社 当 り資本 金( 千 米 ド ル)

( 2) 1 社 当 り売 上高( 千 丸Ⅰド ル)

( 3) 1 社 当 り従 業 員数( 人)

(4 ) ( 1)/(3) ( 千米 ド ル)

(5) ( 2)/( 3) ( 千 M ド ル)

( * ) 6 社 の み ｡

益

を

計
上

し
て

い

る

か

ら

で

あ

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

も

ち

ろ

ん
､

各
企

業
の

操
業
開

始

年
と

強
い

相

関
関

係
に

あ

る

と

考
え
ら

れ

よ

う
｡

既

に

指
摘
し
た

よ

う
に
､

輸

出
指
向

型
七

社
は

全
て

比

較
的
近

年
の
一

九
七
一

年

以

降
に

操
業
が

開
始
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る
｡

と
は

い

え
､

調

査

対

象
企
業
の

う

ち
五

社
が
一

九

七

四

年

に

操
業
を

開

始
し
て

い

る

が
､

そ

の

う

ち
の

三

社
が

輸
出
指
向

型
で

あ

り
､

残
り
二

社
が

現

地

市

場
指
向

型
で

あ
:
る
｡

出り〟

こ

れ

ら

を

比

較
し
て

も
､

利
益

を

計
上

し
て

い

る

の

は

輸

出
指
向

型
一

社

に

対

し
て
､

現
地

市
場
指
向

型
二

社
で

あ

る
｡

こ

れ

を

見

る

か

ぎ

り
､

む

し

ろ
､

現
地

市

場
指
向

型
の

方
が

短

期
的
に

も

利

益
を

計
上

し

う
る

と
い

う
こ

と

に

な

ろ

う
｡

た

だ

し
､

サ

ン

プ

ル

の

制
約
を

考
慮
す
る

か

ぎ
り
､

早

急
に

結
論
を

下

す
の

は

控
え

る

べ

き

で

あ

ろ

う
｡

と

こ

ろ

で
､

｢

マ

レ

ー

シ

ア

市

場
で

過

当

競
争
に

直

面

し

て

い

る

か
+

と

い

う

質
問
に

関

し
て

は
､

輸
出
指
向

型
七

社
全
て

が

香

と

回

答
し

て

い

る
｡

こ

れ

は
､

も

ち

ろ
ん
､

こ

の

型
の

企

業
が

国

際
市

場
で

激

烈
な

競
争
に

直
面

し
て

い

る

と

い

う
こ

と

を

否

定

す

る

も
の

で

は

な
い
｡

と

は

い

え
､

少
な

く

と

も

輸
出
市

場
を

目

指

し
て

い

る

限
り

は
､

十

分
な

国

際
競
争
力

を

も
っ

て

い

る

で

あ

ろ

う
し
､

そ

れ

ゆ

え

現
地

企

業
と

の

競
争
に

は

自
信
が

あ
る

こ

と

を

含
意
し
て

い

る

で

あ

ろ

う
｡

他
方
､

上

述
の

質
問
に

対

す
る

現
地

市

場
指
向

型
の

回

答
は
､

七

社
が

過
当

競
争
に

あ

り
､

残
り

四

社

が

そ

う
い

う
状

況
に

は

な
い

と

い

う
も
の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

場
合
､

競
争
相

手
は

主
に

他
の

外

資
系
企

業
で

あ

る

こ

と

は

注
目

し
て

よ

い

で

あ

ろ

う
｡

同
一

市

場
に

他

国

系
企

業
が

存
在
し
､

外

資
系
企

業
相
互

間
で

競
争
が

展
開

さ

れ

る

こ

と

は
､

輸
入

と
の

競
争
は

除



第 5 表 国籍別 資本 金 出 資比 率 ( % )

( 1 0 7) 日 本 の 対 マ レ
ー

シ ア 直接 投資

現 地 市場指 向型
( 1 1 社)I

輸
精
型

l

*

史
T

′

0

0

4

′

D

バ
T

{U
ノ

l

′
L

U

4

0
ノ

3

5

1

て
〕

■U
ノ

l

l

1

0

′

L

U

っ

J

O

ュ
J

n
U

日 本

マ レ
ー

シ ア

(完∴ニ
第 三 国

計 l l O O .O 1 1 0 0 .0

( * ) マ レーシ ア に対す る株式公開の 2 社は 除く ｡

外
し

て

考
え
る

と
､

市

場
の

効
率

性
と

い

う

視

点
か

ら

し
て

も

望
ま

し

い

で

あ
ろ

う
｡

今

度
は
､

日

本
ま

た

は

現
地

側
の

出
資
此

率

が
､

両
タ

イ

プ

の

投
資

と

ど
の

よ

う
に

関

係
し

て

い

る

の

か

を

見

よ

う
｡

わ

れ

わ

れ

は

先

験
的
に
､

輸
出
指
向

型

投
資
に

お

い

て

日

本

側
出
資
比

率

が

相

対

的
に

高
く
､

現
地

市

場
指
向

型
投

資
で

は

現

地

側
出

資
比

(

5
)

率
が

高
い

で

あ

ろ

う
と

信
ず
る

理

由
が

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

そ

れ

ぞ

れ

の

投
資
型
は
､

そ

れ

ぞ

れ

が

密
着
す

る

市

場
側
か

ら
の

出
資

比

率
が

高
く

な
る

も
の

と

思

わ

れ

て

い

る
｡

換
言
す

れ

ば
､

輸
出

指
向

型

投

資
に

あ
っ

て

は
､

世

界
市

場
で

の

販

売
網
な
い

し

経

験

が

重

要
で

あ

り
､

そ

れ

は

投

資
親
企

業
の

保
有
す
る

も
の

で

あ
っ

て
､

そ

の

点
か

ら

す
れ

ば

現

地

(

生

産

地
)

側
の

パ

ー

ト

ナ

ー

を

必

然
的
に

必

要
と

す
る

も

の

で

は

な
い

で

あ

ろ

う
｡

他
方
､

現

地

市
場
指
向

型
に

お

い

て

は
､

現
地

の

需
要
や

供
給
の

状

態
を

熟
知

し

て

い

る

現

地

の

パ

ー

ト

ナ

ー

(

往
々

に

し
て

販

売
取
引

先
)

を

得
た

方
が
､

現

地

市
場
の

開
拓
に

と
っ

て

は

有
利
で

あ
ろ

う
し
､

さ

ら
に

は
､

そ

も

そ

も
の

現

地
へ

の

進
出
が

既

存
の

取

引
先
で

あ

る

場
合
が

多
い

で

あ

ろ

う
｡

さ

ら
に

は
､

現
地

政

府
に

よ

る

法
的

制
約
も

影

響
を

及

ぼ

す
で

あ

ろ

う
｡

す

な
わ

ち
､

輸
出
指
向

型
の

場
合
に

は
､

現

地

市

場
指
向

型
と

較
べ

て
､

現

地

資
本
の

参
加
に

対

す
る

現

地

政

府
の

要
請
は

厳
し

く
な
い

と

い

う
の

が

通

常
で

あ

り
､

こ

の

点

は
マ

レ

ー

シ

ア

に

つ

い

て

も

同

様
で

あ

る
｡

以

上
の

こ

と

を

念
頭
に

お

い

て

第
5

表
を

見

よ

う
｡

輸
出
指
向

可

塑

投
資
に

お

け
る

日

本

側
の

平
均

出
資
比

率
は

約
六

七

%

で

あ

る

の

に

対

し
て
､

現

地

市
場
指
向

型
に

お

け
る

そ

れ

は

約
四

〇

%
で

あ

る
｡

こ

れ

に

対

応
し

て
､

輸
出
指
向

型
で

の

現
地

(

マ

レ

ー

シ

ア
)

出
資
比

率
は

約
三

三

%
で

あ

り
､

現
地

市
場
指
向

型
で

の

そ

れ

は

過

半

数
の

五
一

%
で

あ

る
｡

す

な
わ

ち
､

既

述
の

よ

う
に
､

輸
出
指
向

型
に

お

い

て

は

日

本

(

外

国
)

側

出
資
比

率
が

高
く
､

現
地

市
場
指
向

型
に

お

い

て

ほ

現
地

(

マ

レ

ー

シ

ア
)

側
出

資
此

率
が

高
く

な
っ

て

い

る
｡

な
お

留
意
し

て

お

き

た

い

こ

と

は
､

輸

出
指
向

型
に

較
べ

て
､

現
地

市

場
指
向

型
に

お

い

て

は

非
マ

レ

ー

人

(

中
国

系
･

イ

ン

ド

系
の

マ

レ

ー

シ

ア

人
)

の

出
資
比

率
が

か

㍑



一 橋論叢 第七 十 六 巻 第 二 号 ( 1 0 8)

な
り

高
い

こ

と
で

あ

る
｡

こ

の

点
に

つ

い

て

は

次

節
で

述
べ

る

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

ま
で

わ

れ

わ

れ

は

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

投

資
に

お

け
る

二

つ

の

型
の

内

部

的

側
面
に

主

と

し
て

焦
点
を

合
わ

せ

て

き

た
｡

今
度
は
､

両

タ

イ

プ

の

投
資
が
､

原

材

料
･

■
部
品
･

機
械
設

備
の

調

達
漁
に

お

い

て

ど
の

よ

う
な

相

違
性
を

も
つ

か

に

つ

い

て

考
察

し

ょ

う
｡

こ

れ

ら

各

財
の

調

達
源

を

両

タ

イ

プ

の

投
資
に

つ

い

て

示
し

た

の

が

第
6

表
で

あ
る
｡

こ

の

表
か

ら

次
の

こ

と

が

明
ら

か

第 6 表 原 材 料 ･ 部 品 ･ 機械 設備 調達源( 注)

( % )

調 達 漁 1
輸

狩笥
型

l
現 地

告発弓
向型

0

5

5

3

5

1

3

5

1

0

4

/
+

U

5

4

0

4

5

マ レ
ー

シ ア

日 本

第 三 国

原

材

料

【

ノ

3

0

′
h

U

1

2

3

/

h
)

0

8

2

5

5

(

u
ノ

1

7

マ レ ー シ ア

日 本

第 三 国

部

品

∩

7

1

0

7

3

∩

フ

3

】

L
J

5

0

5

⊂
J

5

▲U
ノ

1

7

ア

本

国

シ
ー

三

レマ

日

第

機

械

設

備

( 注) 1 9 7 4 年 1 月- 1 2 月の 実績 に よ る ｡

で

あ

ろ

う
｡

第
一

に
､

原
材
料
は

両

型

投
資
に

お

い

て

大

半
の

約
五

五

%

が

日

本
か

ら
の

輸
入
で

あ

る

が
､

し

か

し

輸
出

指
向

型
に

あ

っ

て

は

現
地

マ

レ

ー

シ

ア

か

ら
の

調

達
が

相
対

的
に

高
く

な
っ

て

い

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

輸
出

指
向

型
に

ほ

食
料
･

木
材
加
工

等
現

地

資
源

に

依
存

し
て

い

る

業
種
が

多
い

こ

と
を

反
映

し

て

い

る

も
の

と

思

わ

れ

る
｡

ま
た
､

現
地

市

場
指
向

型
の

場
合
に
､

日

本
か

ら
の

原

材
料
輸
入

比

率
が

高
い

の

も
､

化

学
工

業
等
が

こ

の

型
に

入
っ

て

い

る

こ

と

を

考

慮
す

れ

ば

首
肯
し

う
る

で

あ

ろ

う
｡

第
二

に
､

輸
出
指
向

型
に

し

ろ

現

地

市

場
指
向

型
に

し

ろ
､

い

ヽ

ず
れ

の

型
に

お

い

て

も

部
品
ほ

大

部

分
が

日

本
か

ら
の

輸
入

で

あ

る
｡

と

は

い

え
､

部
品
の

現

地

調

達
比

率
は

現

地

市

場
指
向

型
の

方
が

か

な

り

高
く

な
っ

て

い

る
｡

第
三

に
､

輸
出
指
向

型
に

お

い

て

は

機
械
設

備
の

殆
ん

ど

が

日

本

か

ら
の

輸
入
で

あ

り
､

現

地

市

場
指
向

型
に

お

い

て

は

日

本
へ

の

依
存
が

相

対

的
に

低
く
､

現

地

依
存
は

相

対

的
に

高
く

な
っ

て

い

る
｡

た

だ

し
､

こ

の

点
に

関

し

て

は

若
干
の

注

釈
が

必

要
で

あ

る
｡

こ

の

調

査

結
果
は
､

一

九

七

四

年
一

月
か

ら
一

二

月
ま

で

の

実
績
に

よ

る

回

答
に

も
と

づ

い

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

フ

ロ

ー

･

ベ

ー

ス

に

依
存
す

る

も
の

で

あ

る

こ

と

を

留
意

し

な

け
れ

ば

な

ら

2 j β

ン



( 1 0 9) 日 本 の 対 マ レ ー シ ア 直接投 資

な
い
｡

と
い

う
の

ほ
､

既
に

指
摘
し

た

よ

う
に
､

輸
出
指
向

型

企

業
は
､

一

九

七
一

年
以

降
に

進
出
し

て

お

り
､

現

地

市

場
指
向

型

企
業
の

殆
ん

ど
が

そ

れ

以

前
に

進
出
し

て

い

る

と
い

う

相

違
が

あ

る

か

ら
で

あ

る
｡

そ

れ

ゆ
え
､

操
業
当

初
に

お

い

て

は

機
械
設

備

が

殆
ん

ど

日

本
か

ら

輸
入

さ

れ

て

い

た

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

調

査

時
の

フ

ロ

ー

･

ベ

ー

ス

で

は

そ

れ

が

反

映

さ

れ

な
い

と
い

う
場
合

が

十

分
に

あ

り

う
る

で

あ

ろ

う
｡

と
こ

ろ
で
､

本
節
の

冒

頭
の

方
で

述
べ

た

よ

う
に
､

輸
出
指
向

型

企

業
は

そ

の

生

産
額
の

約
七
三

%

を

第
三

国
へ

輸
出
し
､

現

地

市
場
指
向

型

企
業
に

お

い

て

は

そ

の

生

産

額
の

約
九

〇

%
が

現
地

向
け

販

売
で

あ

っ

た
｡

し
か

し

な
が

ら
､

こ

れ

ら

企

業
の

原

材

料
･

部
品
･

機
械
設

備
の

調

達
源
を

み

る

と
､

既

述
の

よ

う
に

い

ず
れ

の

型
の

企

業
で

あ
っ

て

も
､

圧

倒
的
に

日

本
(

本

国
)

依
存

と
い

う

共

通

し
た

特

色
が

見

出
さ

れ

る
｡

こ

れ

は

何
に

由
来
す

る

の

で

あ

ろ

う
か
｡

少
な

く

と

も
､

現

地
マ

レ

ー

シ

ア

に

お

い

て
一

貫
生

産
が

行

な
わ

れ

て

お

ら

ず
､

ま

た
マ

レ

ー

シ

ア

経

済
自
体
が

未
だ

そ

の

よ

う
な

部
品
･

機
械
等
を

供
給

す

る

段
階
に

至
っ

て

い

な
い

こ

と

を

反

映

し
て

い

る

も
の

と

考
え

ら

れ

る

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

は

さ

て

お

き
､

わ

れ

わ

れ

は
､

現

地

産
業
か

ら
の

購
入

比

率
が

高
け

れ

ば

高
い

ほ

ど
､

そ

の

よ

う

な

進
出

企

業
は

現
地

経
済

に
一

層
統
合
さ

れ

て

い

る

と

考
え

る

こ

と

が

で

き
る
｡

こ

の

視
点

か

ら

す
る

と
､

輸
出
指
向

型
と

現
地

市

場
指
向

型

と

は

い

ず
れ

が

現
地

経

済
に

密
接
に

統
合
さ

れ

て

い

る

で

あ

ろ

う
か
｡

原

材
料
供

給

産
業
と

の

関

係
か

ら
す

れ

ば
､

輸
出
指
向

型

企

業
の

方
が

そ

の

統
合

度
は

高
い

が
､

部
品

お

よ

び

機
械
設

備
に

つ

い

て

言
え

ば
､

現

地

市

場
指
向

型

企

業
の

方
が

現

地

経

済
へ

の

結
合

度
は

高
い
｡

し
た

が

っ

て
､

全

体

的
に

考
え
る

と
､

現
地

市

場

指
向

型
の

方
が

(

6
)

現

地

経

済
と

密

着
し
て

い

る

と
い

え

る

で

あ

ろ

う
｡

と
は

い

え
､

こ

こ

で

注

意
し

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

こ

と

は
､

こ

れ

は

あ

く
ま

で

も

原

材
料
そ

の

他
の

項
目

を

個
別

的
に

み

た

と

き
の

購
入

比

率
を

基
準

に

し

て

い

る

の

で

あ

っ

て
､

各

項
目

合

計
の

金

額
ベ

ー

ス

に

ょ

ヶ

て

判

断
し
て

い

る

の

で

は

な
い

と
い

う
こ

と

で

あ

る
｡

産
業

が

違
え

ば
､

そ

の

使
用
す

る

原

材
料
･

部
品
･

機
械
設
備

等
の

種

類
も

異
な
り
､

そ

れ

ゆ

え

そ

の

価
額
も

相

違
し
､

し

た

が

っ

て

ま

た

各
供

給
渡
の

比

重
に

も

変
化
が

あ
る

で

あ

ろ

う
｡

と

は

い

え
､

現

地

市

場
指
向

型

企

業
は
､

輸
出

指
向

型

企

業
に

較
べ

て
､

現

地

経

済
に
一

層
強
く

関
わ

り

あ

う
で

あ

ろ

う
､

と
い

ぅ
上

述
の

結
論
は
､

別
の

証

拠
に

よ

っ

て

も

支

持
さ

れ

る
｡

す

な

わ

ち
､

地

場
産
業
育
成

計

画
の

有
無
に

つ

い

て

の

質
問
に

つ

い

て

■7

ほ
､

輸
出
指
向

型
七

社
の

う

ち
二

社
の

み

が

そ

の

よ

う
な

計

画

を

別
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も
っ

て

い

る

と
回

答
し

た

の

に

対

し
て
､

現
地

市
場
指
向

型
一

一

社
に

あ
っ

て

は
､

五

社
が

地

場
産
業
の

育
成
計

画
を

持
っ

て

い

る

と

回

答
し
て

い

る

の

で

あ

る
｡

例
え

ば
､

当

該

企

業
の

生

産
物
の

需
要
者
を

育
成

す
る

と

か
､

当

該
企

業
へ

の

原

材
料
供
給
者
の

技

術
指
導
と

か

を

行

な
っ

て

い

る
｡

換
言

す

れ

ば
､

現

地

経

済
と

の

連
関
効
果
は

現
地

市
場
指
向

型
の

方

が

大
き
い

と
い

え

る

で

あ

ろ

1

フ
0(

1
)

こ

の

点

は
､

ラ

ウ

バ

ア

に

お

い

て

も

見

落
さ

れ

て

い

る

よ

う
に

思

う
｡

G
.

L

河
爪

己
b
e

J

勺
3 .
e

已
q

勺
Q

書
式
達

卜
講

書
監

ヨ
恥

畠
叫

丸

連

b
昌
已

食
言

害
､

(

C
-

弓
0

ロ
d
O

ロ

勺
【

e
S

S
-

○

已
○

邑
､

-

竜
山

)
･

胃
･

記

-
叫

山
.

(

2
)

知
e

亡
▲

訂
J

蒜
叫

礼

.
に

お

い

て

は
､

生

産
物
の

一

〇

%
以

上

が

輸

出
さ

れ

る

場
合
に

葡

出

指

向

型

投

資
と

定

義
し

て

い

る
｡

こ

れ

は

余

り

に

も

狭

す
ぎ

る

よ

う
に

思

う
｡

(

3
)

こ

こ

で

第
三

国

と

し
て

具

体

的
に

上

げ
ら

れ

て

い

る

の

は
､

東

南
ア

ジ

ア

諸

国
､

中

近

東
､

ヨ

一

口

ァ

パ

等
で

あ

る
･ ｡

(

4
)

河
e

亡

す
O
H
.

叫

監
丸
.

胃
･

ご

-
諾
･

(

5
)

こ

の

点
に

つ

い

て

ほ
､

R
e

已
U
e

J

旨
㌣

汁
､

p

ワ

00

N

-
笥

を

も

参
照

せ

よ
｡

(

6
)

同

様

な

結

論
ほ
､

河
e

亡
d

ゐ
1
､

蒜
軋

礼
ご

p
一

-

h

N

に

も

み

ら

れ

る
｡

四

日

本
の

直

接
投
資
の

評

価

以

上
に

お

い

て
､

わ

れ

わ

れ

は

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直
接
投

細

資
に

つ

い

て

述
べ

て

き

た
｡

特
に
､

前
節
に

お

い

て

は
､

マ

レ

ー

シ

ア

ヘ

の

日

本
の

製
造

業
直
接
投
資
を

輸

出
指
向

型

と

現

地

市

場

指
向

型
と

に

大
別

し
て
､

い

く
つ

か

の

側

面
か

ら

そ

れ

ぞ

れ

の

異

同
に

つ

い

て

論
じ
た
｡

本

節
で

は
､

前
節
で

の

両

タ

イ

プ

の

投
資

が
､

受
入

国
マ

レ

ー

シ

ア

側
か

ら

ど
の

よ

う
に

評
価
さ

れ

る

か

を

考
察
し

ょ

う
｡

一

般
的
に

言

え

ば
､

何
か

を

評

価
す

る

に

は
､

そ

れ

を

評

価
す

る

基

準
や

視

点
が

な

け
れ

ば

な
ら

な
い
｡

こ

こ

で

は
､

そ

の

基
準

を
マ

レ

ー

シ

ア

の

抱
え

て

い

る

二

大
目

標
に

お

く
こ

と
に

し
よ

う
｡

す

な
わ

ち

民

族

間
の

融
合
と

経

済
発
展
と
い

う
二

つ

の

目

標
が

そ

れ

で

あ

る
｡

こ

の

目

標
自
体
が

批

判
の

対

象
と

な

り

う
る

か

も

知

れ

な
い

が
､

こ

こ

で

は

そ

れ

ら
は

所
与

の

も
の

と
し
て

取
り

扱
う
｡

そ

こ

で
､

マ

レ

ー

シ

ア

の

経
済
社

会
の

特
色

に

つ

い

て

簡
単
に

述

(

1
)

ぺ

て

お

こ

う
｡

一

九
七

〇

年
に

お

け
る

マ

レ

ー

シ

ア

の

絵
人

口

は
､

約
一

〇

四

〇

万

人
で

あ
る

が
､

そ

の

人

種
別

構
成
は

次
の

と

お

り

で

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

マ

レ

ー

人

四

六
･

八

%
､

中

国
人
三

四
･

一

%
､

イ

ン

ド

人

九
･

〇

%
､

ダ

イ

ヤ

ク

族
･

カ

ダ

ザ

ン

族
･

そ

の

他

原
住

民

八
･

七

%
､

そ

し

て

そ

の

他
一

･

四

%
で

あ

る
｡

ま

た

宗
教
に
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し
て

も
､

国
教
で

あ

る

イ

ス

ラ
ム

教
の

ほ

か

に
､

仏
教
､

ヒ

ン

ズ

ー

教
が

信
仰
さ

れ

て

い

る
｡

さ

ら
に
､

マ

レ

ー

人

世

帯
の

七

四

%

が

月

平

均
二

〇

〇

M

ド

ル

以

下
の

階

層
に

属
し

て

い

る

の

に

対

し

て
､

中
国
人

世

帯
は

そ

の

六

八

%
が

月

平
均
二

〇

〇
M

ド

ル

以

上

を

獲
得
し

て

い

る
｡

こ

の

こ

と
か

ら

も

わ

か

る

よ

う
に
､

マ

レ

ー

シ

ア

に

は
､

様
々

な

人

種
が
､

そ

れ

ぞ

れ

異
な
っ

た

宗
教

的

背
景
を

も
っ

て
､

そ

れ

ぞ

れ

異
な
っ

た

生

活

水

準
を

享
受
し
て

い

る
｡

特
に

人

種
間
の

所

得
棉
差
を

如
何
に

し
て

是
正

す

る

か
､

と

い

う
こ

と

が

複
合
民

族

国

家

と

し
て

の

マ

レ

ー

シ

ア

の

統
一

を

維
持
し
て

い

く

た

め

に

も

重

要
な

課
題
で

あ

る

こ

と

は

当

然
で

あ

ろ

う
｡

で

は

人

種
間
の

所

得
希
差
は

何
に

由
来
す

る

の

で

あ

ろ

う
か
｡

そ

れ

は

人

種
=

産
業

の

対

応
関
係
で

あ

る
｡

つ

ま

り
､

マ

レ

ー

人

労
働
者
の

約
六

五

%

が

相
対

的
に

低
生

産
性
部
門
の

第
一

次

産
業
に

従

事
し
て

い

る

の

に

対

し

て
､

非
マ

レ

ー

人

労
働
者
の

六

七

%
が

第
一

次

産
業
以

外

の

産
業
に

従

事
し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

ま

た

資
本
の

分

布
を
み

て

も
､

マ

レ

ー

人
は

僅
か
一

･

九
%

を

所

得

し
て

い

る

に

す

ぎ
な
い

の

で

あ
る
｡

か

く

し
て
､

相

対

的
に

生

産
性
の

低
い

部
門
か

ら

高
い

部
門
ヘ

マ

レ

ー

人
の

雇
用

機
会
を

創
出
す

る

こ

と
､

お

よ

び

マ

レ

ー

人
の

資
本
参
加
を

増
大

さ

せ

る

こ

と

が
､

人

種

間
の

所
得
蒋
差
を

是
正

す
る

た

め

に

役
立
つ

で

あ

ろ

う
｡

こ

れ

を

政

策
的

戦
略
と

し

て

マ

レ

ー

シ

ア

政

府

は

採
用
し

て

い

る
｡

す

な
わ

ち
､

雇

用
･

資
本

参

加
に

お

け

る
マ

レ

ー

化

政

策
あ

る

い

は

ブ
､

､

､

ブ

ト

ラ

(

出
亡

m
i

p
t
･

r

P
)

政

策
と

称

さ

れ

る

も

の

で

あ

る
｡

そ

れ

に

よ

れ

ば
､

第
二

次

産
業
の

飛

躍
的

拡
大

(

エ

業
化
)

が

目

標
と

さ

れ

て

お

り
､

特
に

資
本

所
有
に

関
し

て

は
､

一

九

九

〇

年
に

は

マ

レ

ー

人
三

〇

%
､

非
マ

レ

ー

人
四

〇
%
､

外
国
人
三

〇

%
の

達
成
が

計
画

さ

れ

て

い

る
｡

な
お
､

各

企

業
ほ

全

体
の

人

種
構
成
比

に

対

応
す
る

よ

う
に

従

業
員
の

人

種
構
成

を

維
持
し

な
け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

要
す
る

に

発
展
途
上

国
で

複
合
民

族
国
家
で

あ

る

こ

と

か

ら
､

工

業
化
と

民

族
間

融
合

を

同

時
に

遂

行
す

る

こ

と
が

マ

レ

ー

シ

ア

の

政

策
目

標
で

あ
る

と
い

え

よ

う
｡

で

は
､

第
一

に

エ

業
化

な
い

し

第
二

次

産
業
の

拡

大
と
い

う
視

点
か

ら

す
る

と
､

輸
出
指
向

型

投

資
と

現

地

市

場
指
向

型

投
資
の

い

ず
れ

が
､

そ

の

日

棟
達

成
に

適
し

て

い

る

で

あ
ろ

う
ふ
｡

わ

れ

わ

れ

が

既
に

入

手
し

た

デ
ー

タ

に

よ

る

か

ぎ
り
､

現

地

市

場
指
向

型
の

方
が

好
ま

し
い

よ

う
で

あ

る
｡

な
ぜ

な
ら
､

第
4

表
で

示

さ

れ

て

い

る

よ

う
に
､

現

地

市

場

指
向

型
の

平

均

規
模
は
､

資
本

金
､

売
上

高
､

従

業
員
の

い

ず
れ

∂

で

み

て

も
､

輸
出
指
向

型
の

そ

れ

を

大

き

く

上

廻
っ

て

お

り
､

ま

朗
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た
､

第
6

表

と
の

関
連
で

述
べ

た

よ

う
に
､

現

地

市
場
指
向

型

企

業
は
､

輸
出
指
向

型

企

業
に

較
ぺ

て
､

現

地

経

済
に

及
ぼ

す

連
関

効
果
が

大
き
い

と

考
え

ら
れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

と

は

い

え
､

こ

こ

で

は
､

そ

の

よ

う
な

現

地

市

場
指
向

型

投
資

を

誘
因
す

る

た

め
に

採
ら
れ

て

い

る

種
々

な

優
遇
措
置
､

そ

し

て

そ

れ

か

ら

生

ず
る

社

会

的
コ

ス

ト

は
一

切

考
慮

さ

れ

て

い

な
い
｡

例
え

ば
､

関
税
保

護
に

よ

っ

て

外

資
系
企

業
が

現
地

生

産
を

行
な

う
な
ら

ば
､

雇
用

創
出
効

果
を

別
に

す

れ

ば
､

受
入

国
全

体
の

厚

生
は

ま

す

ま

す

低
下

す
る

で

あ

ろ

う
｡

し

た

が

っ

て
､

現
地

市
場

指
向

型

投
資
が

ど

の

よ

う

な

保
護

措

置
の

下
で

誘
因

さ

れ

た

か

を

十

分
に

考
慮
に

入

れ

な

け
れ

ば

な

ら
な
い
｡

次
に
､

い

ず
れ

の

型
の

投
資
が
､

い

わ

ゆ

る

ブ
､

､

､

プ

ト

ラ

政

策

の

遂

行
上

適
切

で

あ

ろ

う
か
｡

ま

ず
､

マ

レ

ー

人
の

資
本

参
加
と

い

う

視
点
か

ら
す

る

と
､

第
5

表
に

も

と

づ

く

限
り
､

明

ら
か

に

輸
出
指
向

型

企

業
の

方
が

推
進
さ

れ

る
､

べ

き
で

あ

ろ

う
｡

さ

ら
に

人

種
構
成
比

に

対

応
し

た

労
働
雇

用
と

い

う
目

標
に

対

し
て

も
､

輸
出
指
向

型

企

業
が

そ

れ

を
よ

く

達
成
し

て

い

る
｡

と
い

う
の

は
､

輸
出

指
向

型

七

社
に

お

け

る

従

業
員
に

占
め

る

マ

レ

ー

人

比

率
は
､

平

均
で

約
五

七

%
で

あ

り
､

他
方
､

現
地

市
場
指
向

型
一

一

社
に

お

け

る

そ

れ

は

約
四
二

%
で

あ

る

か

ら
で

あ
る
｡

マ

レ

ー

人
の

資

本

参
加
お

よ

び

雇

用
に

お

い

て
､

こ

の

よ

う
に

輸
出

指
向

型

企

業

淵

が

優
位
に

あ
た

る

の

に

は

そ

れ

な

り

の

理

由
が

あ

る
｡

そ

れ

は
､

こ

の

型
に

属
す
る

の

が
､

食
料

と

か

木
材
加
工

と
い

う

業
種
で

あ

っ

て
､

マ

レ

ー

人

所

有
の

山

林
･

土

地
の

現

物
出

資
に

よ

る

資
本

参
加
の

方

式
が

採
用
さ

れ

る

場

合
が

多
く
､

ま

た

そ

の

よ

う

な

産

業
は
､

マ

レ

ー

人
の

比

率
が

相

対

的

モ
｡

同

い

地

域
に

立

地

す
る

ケ

ー

ス

が

多
い

と

い

う
こ

と

で

あ

る
｡

で

は

総
括

的
に

評

価
す
る

と
､

い

ず
れ

の

型
の

直

接
投
資
が
､

マ

レ

ー

シ

ア

経

済
･

社

会
の

目

標
に
一

層

合

致

す
る

の

で

あ

ろ

う

か
｡

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は
､

以

上
の

論

述
か

ら
は

断
定

的
な

回

答
は

得
ら

れ

な
い
｡

一

つ

の

目

標
に

と
っ

て

は

あ

る

型
の

直

接
投

資
が

適
し
て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ

る

し
､

他
の

目

標
に

対

し
て

は

別
の

型
の

直

接
投
資
の

適
性
が

示

唆
さ

れ

る

か

ら
で

あ

る
｡

し
か

し
､

既
に

指
摘
し
た

現
地

市

場

指
向

型

投

資
に

内

包
さ

れ

て

い

る

社

会

的
コ

ス

ト

を

勘
案

す
る

な
ら

ば
､

わ

れ

わ

れ

は

輸
出
指
向

型

投
資
を

推
奨
す
る

こ

と
に

な

ろ

う
｡

た

だ

し
､

そ

の

場
合
に

は
､

現
地

経

済
へ

の

連
関
効
果
を

高
め

る

よ

う

な

措

置
が

採
ら
れ

る

必

要
が

あ

ろ

う
｡

(

1
)

例
え

ば
､

ら

き
ゃ
→

等
真

如

等
訂

声

お

よ

び

T
h
O

T
→

①

p
S

亡
r

y

(

呂
已
P

忘
-

且
.

阜
.

邑
.

参

照
｡

ト

ト



五

お

わ

り

に

本
稿
に

お

い

て

は
､

主
に
､

私

自

身
の

参
加

し

た

調

査

団
に

よ

っ

て

収

集
さ

れ

た

資
料
に

も

と

づ

き

な
が

ら
､

日

本
の

対
マ

レ

ー

シ

ア

直

接

投
資
に

つ

い

て
､

輸
出
指
向

型

対

現
地

市

場
指
向

型

を

中
心
に

し
て

論
じ

た
｡

も

と

よ

り
､

当

初
の

資
料
収

集
･

調

査
の

目

的
は
､

本

稿
の

課

題
と

は
､

全

く

異

質
で

は

な
い

に

し
て

も
､

か

な
り

異
な

る

も
の

で

あ
り
､

そ

れ

ゆ

え

本

稿
の

分

析
に

と
っ

て

制
約
に

な
っ

て

い

る

こ

と

は

呑
め

な
い

で

あ

ろ

う
｡

と

は

い

え
､

も

し

本

稿
に

何
ら
か

の

貢
献
が

あ

る

も
の

と

す

れ

ば
､

そ

れ

は

大

き

く
こ

の

デ

ー

タ

に

由

来
す
る

こ

と

は

言

う

ま
で

も

な
い
｡

投

資
国
お

よ

び

受
入

国
の

双

方
の

立

場
か

ら
､

こ

こ

で

論
究

し

た

輸
出
指
向

型

投
資
と

現

地

市
場
指
向

型

投
資
と

を

如

何
に

評
価

す
べ

き
か

は
､

小

島
清

教
授
が

精
力

的
に

取
り

組
ま

れ
､

成

果
を

挙

げ

ら
れ

て

い

る

分

野
で

あ

る
｡

本

稿
で

は
､

特

定
の

受
入

国
に

っ

い

て

こ

の

両

タ

イ

プ

の

直
接
投
資
が

ど
の

よ

う

な

特

色
を

も

ち
､

ま

た

そ

の

受
入

国
の

立

場
か

ら

そ

れ

ら
が

ど
の

よ

う
に

評
価

さ

れ

る

か

を

考
察
し
た

に

す

ぎ

な
い
｡

一

般
化
へ

の

試
み

は

今

後
の

課

題
と

し
て

残
さ

れ

て

い

る
｡

(

一

橋

大

学

助

教

授
)

( 1 1 3) 日 本 の 対 マ レ ーシ ア 直 接投 資

一

J㍊




